
 

 

 

令和３年度 ８月補正予算の概要 

 

１ 補正予算のポイント 

 

〇新型コロナウイルスワクチンの個別接種や職域接種をさらに促進するため、接種を実施する

医療機関等を引き続き支援する。 

〇感染拡大防止に向けて積極的な対策を講じる事業者や、アフターコロナを見据えて生産性

向上や業態転換に取り組む事業者を引き続き支援する。 

〇新型コロナウイルス感染症に関する情報を外国人住民に的確に届けられるよう、多言語でワ

クチン接種の案内や感染拡大防止に関する啓発を実施する。 

 

２ 補正予算の規模 

  
 

（単位：千円、％）

補正前 今回補正額 補正後 伸び率

A B B／A

一般会計 825,309,648 3,905,794 829,215,442 100.5%

特別会計 314,590,179 - 314,590,179

企業会計 60,912,448 - 60,912,448

合　計 1,200,812,275 3,905,794 1,204,718,069 100.3%  
 

 

（参考１）同時期の一般会計予算額の推移 

（単位：百万円）

R2 R元 H30 H29

８月補正額 18,101 - - -

補正後累計 804,500 723,609 696,809 703,005  
 

※８月補正後予算額としては、過去最大規模。 
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３ 歳入の主要点 
 

○新型コロナウイルスワクチン接種の促進については、新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援交付金等を活用する。 

 

（歳入の内訳） 

 

（単位：千円）

国庫支出金 3,905,794

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金 3,369,910

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 512,406

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金 12,000

児童虐待・DV対策等総合支援事業費補助金 11,478

合計 3,905,794

項目 補正額

 
 

 

（参考２）新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の推移 

※県が取り組む感染拡大防止と医療機関・介護施設等の体制整備等に活用できる交付金 

  

（単位：百万円）

現計 今回予算額

46,161 41,502 38,132 3,370 87,663

R2 R3 累計額

 
 

 

（参考３）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の推移 

※県が取り組む新型コロナ対策に広く活用できる交付金 

  

（単位：百万円）

現計 今回予算額

22,007 27,740 27,227 512 49,746

R3R2 累計額

 
 

 

 

 
※ それぞれの金額を四捨五入しているため、各表の合計等が合わない場合があります。 



 

 

４ 歳出の主要点 
 

【県民の命を守り抜く感染拡大の防止】 

①新型コロナウイルスワクチン接種の促進（医療保健部）      33億3,341万円 

新型コロナウイルスワクチンの個別接種をさらに促進するため、国の新型コロナウイルス感

染症緊急包括支援交付金を活用し、一定の接種回数を実施した診療所等に対して支援金を

交付する。また、外部の医療機関が出張して実施する職域接種に対して支援金を交付する。 

（ⅰ）診療所の接種回数の底上げ  21億円 

・８・９月、10・11月に週100回以上の接種を４週間以上実施⇒2,000円/回を支援 

・８・９月、10・11月に週150回以上の接種を４週間以上実施⇒3,000円/回を支援 

  ※現行の接種費用である原則2,070円／回とは別途で交付 

 

（ⅱ）接種施設数の増加  4億円 

・医療機関（診療所・病院）が50回以上/日を実施⇒10万円/日を支援 

  ※（ⅰ）との重複支給は不可 

 

（ⅲ）病院における接種体制の強化  7億2,741万円 

 ・８・９月、10・11月に50回以上/日の接種を週１日以上かつ４週間以上実施 

  ⇒医師・看護師等の経費を支援 

  ※（ⅱ）に加えて追加支給 

 

  ※上記（ⅰ）～（ⅲ）については、「７月末まで」としていた期間を11月末まで延長し、 

（ⅰ）（ⅲ）については、「７月末まで、８・９月、10月・11月」のそれぞれの期間において  

４週間単位で算定する。 

 

（ⅳ）【新規】職域接種に対する支援 6,600万円 

 ・外部の医療機関が出張して実施する職域接種であって、次のいずれかの条件を満たすも

のに対し、設備整備等の経費を支援（1,000円×接種回数を上限） 

   （条件１）商工会議所、総合型健保組合、業界団体等複数の企業で構成される団体を事

務局として共同実施するもの。 

又は 

   （条件２）大学、短期大学、高等専門学校、専門学校の職域接種で所属の学生も対象とし、

文部科学省が定める地域貢献の基準を満たすもの。 

 



 

 

②外国人住民へのワクチン接種の促進（医療保健部・環境生活部）    1,392万5千円 

希望する外国人住民が円滑にワクチン接種を受けられるよう、「みえ外国人コロナワクチン

相談ダイアル」を拡充し、多言語による予約支援や相談体制の強化を図る。 

 

 

 

③デルタ株等の変異株にかかる検査体制の強化（医療保健部）      3,650万円 

【新規】県が独自で新型コロナウイルスのデルタ株等の検出を行い、感染拡大をできるだけ

早期に食い止められるよう、遺伝子検査機器を購入して検査体制を強化する。 

 

 

 

④さらなる感染防止対策に取り組む中小企業・小規模企業の支援（雇用経済部） 

      2億1,999万9千円 

中小企業・小規模企業が効果的な感染防止対策を講じられるよう、さらなる対策に必要な

物品等の購入にかかる支援について、予算額を増額する。 

    ・業種別ガイドラインに基づく取組をふまえ、さらなる感染防止対策を行う事業者に補助 

    ・想定補助件数：2,000件、補助上限額：10万円／者、補助率：２/３ 

    ・補助対象事業者：中小企業・小規模企業（個人事業者を含む）、ＮＰＯ法人、一般社団法

人、社会福祉法人、生活協同組合、事業協同組合、農業協同組合、漁業協同組合等（行政

機関、公的企業、独立行政法人、大企業は除く） 

 

 

 

⑤「三重とこわか国体」「三重とこわか大会」開催に向けた安全・安心の確保 

（子ども・福祉部、地域連携部）  1,950万円 

【新規】「三重とこわか国体」「三重とこわか大会」における新型コロナウイルスの感染防止

対策を徹底するため、三重県から参加する選手や監督などに対して、事前にPCR検査を実施

する。 

・PCR検査費用：一人あたり10，000円 

・対象者数：約1,９５０人分を想定 

 

 

 

 

 

 



 

 

⑥社会福祉施設の感染拡大防止対策の強化（子ども・福祉部）      2,845万6千円 

児童養護施設等での集団感染の防止を徹底できるよう、感染拡大防止のための環境整備

を支援する。 

（ⅰ）児童養護施設等における個室化等の環境整備費用に対する補助 2,295万6千円 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために行う、児童養護施設等の個室化や業務

継続に必要なかかり増し経費の補助について、予算を増額する。 

・対象：児童養護施設、乳児院等（３０か所） 

・対象経費:マスク、消毒液等の費用や個室化、業務継続に必要なかかり増し経費 

・補助上限額：800万円／者、補助率10/10 

 

（ⅱ）国児学園におけるユニットバスの設置 550万円 

 

 

 

【地域経済の回復】 

⑦事業継続に向けた緊急支援（雇用経済部）              2億500万円 

中小企業・小規模企業が生産性向上や業態転換を図るための計画に対する支援について、

予算額を増額する。 

     ・追加補助金額：2億円 

     ・対象者：全業種の中小企業・小規模企業等 

     ・補助上限額：200万円／者、補助率：1/2 

     ・要件：三重県版経営向上計画の策定 

     ・対象取組：データに基づく経営を進めるためのＤＸ導入、販売の中心を企業向けから個人

向けに切り替えるための業態転換費用 等 

 

 

 

⑧南部地域への体験型教育旅行の促進（地域連携部）         2,955万8千円 

  県内の児童生徒が多様で豊かな自然や歴史文化を有する南部地域の魅力を体験する教

育旅行への支援制度について、県内学校を対象に実施した調査に基づく申し込みの増に対応

するため予算額を増額する。 

・補助額：宿泊旅行補助（4,000円～5,000円）×4,000人＝1,666万7千円 

          日帰旅行補助（1,000円～2,000円）×9,000人＝1,283万9千円 

・当初予算（9,509万円）と合わせ、宿泊旅行22,000人分、日帰旅行17,000人分を支援 

 

 



 

 

【分断と軋轢からの脱却】 

⑨外国人住民への啓発強化（環境生活部）             1,569万5千円 

新型コロナウイルス感染症に関する情報が外国人住民に的確に届くよう、外国人団体等の

ネットワークと連携しながらSNSを活用して啓発を行う。 

【新規】外国人住民へのワクチン接種が円滑に進むよう、「みえ外国人コロナワクチン相談

ダイアル」について、外国人住民向けのWEBサイトへのバナー広告掲載やポスティングの実施

などにより広く周知する。 

 

 

 

⑩コロナ禍における女性の不安に寄り添う相談窓口の周知強化（環境生活部） 

256万3千円 

【新規】コロナ禍において面接相談が増加している状況をふまえ、女性が不安や悩みをひ

とりで抱え込むことなく、相談支援につなげられるよう、様々な相談窓口の利用を広く呼び掛け

るSNS広告を実施する。 

 

 

⑪ワクチン差別の未然防止に向けた啓発強化（環境生活部）       118万8千円 

【新規】新型コロナウイルスワクチン接種にかかる差別、偏見、誹謗・中傷等の人権侵害の

発生を未然に防止するため、ラジオで啓発を行う。 

 

 

 

（参考４）新型コロナウイルス感染症対策事業の予算累計 

（単位：百万円）

現計 今回予算額

420 95,504 91,427 87,521 3,906 187,351

R2 R3 累計額R元

 
 今後も状況を注視しながら、緊急度に応じて必要な対策を順次実施。 

 

 


